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泌尿器科領 域では尿路感染症 の占め る割合 が多 く,複

雑性尿路感 染症 の治療に手を焼 くことも し ば し ばであ

る。今 回,わ れわれは協和醗酵工業(株)で 発 見され た新

しいア ミノグル コシ ッ ド系抗生物質であ るKW- 10621, 2)

の提 供を受け,尿 路性器感染症 の患者 に使用 する機 会を

得 たので,そ の臨床効果について報告す る。

I. 対象な らびに検討方法

対 象は48歳 か ら76歳 まで の男性8名,女 性2名 の合

計10名 で,術 後膀胱炎5名(前 立腺被膜下剔 除術2名,

経尿道的前立腺 切除術2名,経 尿道的膀胱砕石術1名),

膀胱結石 を伴な う腎盂炎1名,腎 結石 を伴 な う腎盂炎 策

名,神 経 因性膀胱に合併 した膀胱炎1名,萎 縮膀胱VUR

のため膀胱痩 を造設 してい る慢性膀胱炎1名,膀 胱鏡検

査施行後 に併発 した急性前立腺炎1名 であ った。

KW-1062は 全例,筋 肉内注 射で使用 し, 1日 投与量

は80～ 160mg分2で3～ 8日 間使用 した。

投与前後の尿中分離菌,尿 中 白血球数,自 覚症状 の改

善な どに よ り効果を判定 し,副 作用につい ては血液像,

PSPテ ス ト,血 液生化学検査,自 覚的副作用につい て検

討 した。

II. 臨 床 成 績

1. 尿路感染について (Table1)

投与前の尿中分離菌は,Serratia2例,緑 膿菌3例,

緑膿菌 とSerratiaの 混合感染1例,変 形菌2例,大 腸

Table 1 Clinical effect of KW-1062
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菌1例,不 明1例 であった。 この中でSerratiaの2例

では,投 与後菌 の陰性化が認め られ,尿 中白血 球数 も著

明に減少 した。緑膿菌 の3例 では,全 例 に菌 数の減少を

み たが陰性化はなか った。 しか し尿 中白血球 数の減少は

認め られた。緑膿菌 とSerratiaと の混合 感染の例では,

菌 交代現象 として のEnterobacterが 認め られてい る。

また,変 形菌 の2例 中1例 に も菌交代現象 としてSerra-

tia, E. coliが み られた。 E.coliの1例 では,投 与後,

菌数の減少 を認め てい る。

尿中白血球数は10例 中9例 に減少 を認 めている。

2. 自覚症状につい て

自覚症状 として排尿痛 を訴 えた ものは5例 で,す べて

排 尿痛は 消失 し,発 熱がみ られた2例 も平熱 に戻 った。

3. 血液像, PSPテ ス ト,生 化学検査について (Table

2)

検査 を施行 しえた10例 中9例 につい て検討 し た。 赤

血 球数,血 色素量,ヘ マ トクリッ ト値 は投与前後 におい

てほ とんど変化が なか った。

白血球数は投与前3900で あった ものが2800と 減 少 し

ているが,投 与終了後正常範囲に戻 ってい る。 白血球増

多 症を認めた4例 中3例 は正常化 してい る。肝機能検査

ではGOT, GPTの 上昇 を1例 に認めたが,こ の症例 は

慢 性肝炎 を合併 していた もので,投 与前 よ り トラ ンスア

ミナーゼ の変動があ り,中 止後下降 してい る。 BUN,ク

レアチニ ンの値に も特に変化はみ られず, 5例 にPSPテ

ス トを施行 した が,投 与前後 で本剤 の影響 と考 え られ る

よ うな変化は なかった。 なお,自 覚的 副作用 も全例 に認

めなか った。

効果の判定を数量的に表現す ることは困難であ るが,

一応,尿 中分離菌,尿 中 白血球数,自 覚症状 な どか ら総

合的に判定す ると,著 効4例 (40%),有 効5例 (50%),

無効1例 (10%)で あった。

III. ま と め

尿路感染症(術 後膀胱 炎5例,腎 盂炎2例,慢 性膀胱

炎2例,急 性前立腺炎1例)の10例 にKW- 1062を 投

与 し,そ の効果,副 作用 について検 討 した。

1) 臨床的 な効果は,著 効4例(40%),有 効5例(50

%) , 無効1例(10%)で あった。

2) 副作用では,慢 性肝炎 を合併す る1症 例に一過性

のGOT, GPTの 上昇 がみ られ た。他 は,血 液像,腎 機

能,肝 機能,自 覚的 副作用 については認むべ きものはな

か った。
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1) Clinical efficacy of KW-1062 was evaluated among 10 patients with urinary tract infection (5 
cases of postoperative cystitis ; 2 cases of pyelonephritis ; 2 cases of chronic cystitis ; 1 case of acute

prostatitis after cystoscopic examination). Eighty to 160 mg of KW-1062 was given intramuscularly 
every day for 3 to 8 days. 

2) Clinical responses to therapy were excellent in 4 cases, good in 5 and fair in 1. As side effect, 
GOT and GPT showed a transient rise in one case who suffered from chronic hepatitis. Serum 
electrolytes, blood picture and kidney function showed no abnormalities associated with KW-1062.


